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もくぞうやくしにょらいざぞう　木造薬師如来坐像

木造多聞天立像・木造増長天立像・木造持国天立像

国指定
所在地：畑市

国指定
所在地：畑市

西光寺の本尊である薬師如
来坐像は、左膝上の掌

たなごころ

に薬壺
を乗せ、右掌を前方に向けて
立たせ、左足を外に結跏趺坐

け っ か ふ ざ

する形をとる。大きい髪
はつ

部、
鎬
しのぎ

立たせた眉、顎を突き出し
たように見せる頭部の深い奥
行に特色があり、膝の厚みが
充分にとってあって、如何に
も一木彫像らしい力強さが感
じられる。カツラ材を用い、
背面より内刳りを行って、肩
や背中など三段にわたって蓋
板を被せている。眉、目を除
き彩色は失われ、全て素地を
露わしている。
平安時代。像高157.5㎝。

西光寺の本尊に随時する四
天王像のうち、3

く

が国指定
となっている。持国天像は左
手に戟

げき

を執り、増長天像は右
手に三鈷杵

さんこしょ

を、多聞天像は左
手に宝塔、右手に戟を持ち、
各々邪鬼を踏みつけて立つ。
いずれも頭躰

とうたい

の幹部はヒノキ
の一木から彫成し両手を矧

は

ぎ
寄せている。足下の邪鬼の主
要部も共彫りとしている。瞋

しん

目
もく

閉口の持国・増長天像は目
鼻を中央部に寄せて静かな表
情をつくるが、多聞天像はこ
れと対照的に憤怒の相を見せ
ている。
平安時代。像高持国天116㎝、
増長天115㎝、多聞天116㎝。
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